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胆
沢
支
部
組
合
説
明
会
・

　
　
歓
迎
会

　
　
千
厩
支
部
組
合
説
明
会
・

　
　
歓
迎
会

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か

ら
専
従
役
員
と
な
り
ま
し
た

○
○
○
○
で
す
。

　

女
性
部
役
員
と
し
て
、
他

支
部
役
員
と
の
交
流
を
メ
イ

ン
に
活
動
し
て
い
た
の
で
、

組
合
活
動
は
ほ
ぼ
一
か
ら
学

ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
皆
さ
ん
の
お

役
に
た
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
し
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
新
入
職
員
の
皆
さ

ん
が
職
場
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
各

支
部
で
転
入
者
、
新
入
職
員
の
皆
さ

ん
を
迎
え
、
組
合
説
明
会
や
歓
迎
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
専
従
に

な
り
ま
し
た

4/8　南光支部組合説明会

4/10　遠野支部組合説明会・歓迎会
4/16　釜石支部歓迎会

4/11　
久慈支部組合説明会・歓迎会

4/4　中央支部組合説明会

4/11

4/12
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誰
で
も
２
万
円
の
賃
上
げ
を
、夜
勤
改
善
の
増
員
を

春
の
中
央
委
員
会
を
開
催

　

被
災
地
の
復
興
に
と
っ
て
、

死
活
問
題
の
消
費
税
増
税
。「
消

費
税
大
増
税
中
止
を
求
め
る
国

民
集
会
」（
主
催
・
同
実
行
委

員
会
）
が
４
月
11
日
、
東
京
・

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
５
０
０
０
人
、

岩
手
か
ら
も
民
主
団
体
や
い
わ

て
労
連
、
県
医
労
な
ど
34
名
が

参
加
。
岩
手
代
表
団
は
「
じ
ぇ

じ
ぇ
じ
ぇ
！
消
費
税
増
税
な
ん

て
と
ん
で
も
ね
ぇ
！
」
の
横
断

幕
を
掲
げ
、
壇
上
か
ら
も
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
消
費
税
増
税

は
必
要
な
の
？
大
月
書
店
発
刊

「
消
費
税
増
税
の
大
ウ
ソ
〜
『
財

政
破
綻
』
論
の
真
実
」（
山
家
悠

紀
夫
・
井
上
伸
著
）
か
ら
、
そ

の
答
え
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
し

た
。

Ｑ
　「
財
政
赤
字
」
で
日
本
も

ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う
に
な
る
？

　

日
本
は
お
金
が
な
い
ギ
リ

シ
ャ
と
違
っ
て
、
国
債
は
95
％

が
国
内
の
金
融
機
関
な
ど
が

も
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
も
な

お
、
剰
余
資
金
が
２
５
１
兆
円

（
２
０
１
０
年
）
も
あ
る
、「
世

界
一
の
金
あ
ま
り
国
」。「
日
本

が
ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う
に
な
る
」

は
、
消
費
税
を
増
税
し
た
い
と

考
え
て
い
る
人
た
ち
の
「
誇
大

広
告
」
の
た
ぐ
い
で
す
。

Ｑ  

「
高
い
社
会
保
障
費
」
や
「
公

務
員
の
人
件
費
の
高
さ
」
が

財
政
赤
字
の
原
因
？

　

日
本
は
、
社
会
保
障
に
対

し
公
費
支
出
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

５
・
４
％
。
イ
ギ
リ
ス
の
半
分

に
も
届
い
て
ま
せ
ん
。
貧
困
解

消
の
た
め
の
公
費
支
出
は
フ
ラ

ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
４
分
の
１
程

度
。
日
本
の
公
務
員
は
人
件
費

も
人
数
も
世
界
最
低
で
す
。
そ

も
そ
も
財
政
赤
字
が
増
え
た
原

因
の
一
つ
は
、
１
９
９
０
年
代

の
大
型
公
共
工
事
の
実
施
。
加

え
て
税
収
の
落
ち
込
み
も
原
因

の
一
つ
で
す
。
１
９
９
７
年
、

消
費
税
増
税
と
医
療
改
悪
な
ど

で
国
民
負
担
を
９
兆
円
増
大
さ

せ
た
こ
と
で
景
気
は
大
き
く
落

ち
込
み
、
税
収
の
落
ち
込
み
に

も
な
り
ま
し
た
。
更
に
拍
車
を

か
け
た
の
が
、
大
企
業
や
大
金

持
ち
へ
の
減
税
で
す
。

Ｑ
　
消
費
税
の
増
税
は
必
要
？

　

消
費
税
は
、
貧
困
層
に
重
く

中
小
企
業
を
圧
迫
す
る
最
悪
の

税
。「
負
担
能
力
に
応
じ
て
の

負
担
」
と
い
う
税
の
最
も
大
切

な
原
則
に
た
ち
か
え
り
、
大
金

持
ち
と
大
企
業
へ
の
減
税
を
元

に
戻
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、「
ム

ダ
な
歳
出
」
と
し
て
、
軍
事
費

４
兆
８
千
億
円
の
削
減
に
手
を

つ
け
る
べ
き
で
す
。

　本年４月から臨時職員就業規則の一部が改正
され、「特別休暇」が新設されました。いずれも、
これまでは正規職員のみを対象としていたもの
です。

　①「地震、水害、火災等により現住居が喪失
し、一時的に避難している場合」

　②「子の看護休暇」及び「短期介護休暇」

　①は、東日本大震災を契機に、災害時には職
員に正規・臨時の区別はないとして同様の扱い
とするよう求めていたものです。
　②は、少子化・高齢化社会における育児・子
育て、介護の支援が叫ばれる中で、正規職員は
制度化され拡充されてきました。
　今回「無給休暇」ですが、臨時職員にもその
必要性を認めさせ、制度化させたことは大きな
前進です。今後は、同一労働・同一賃金、均等
待遇の視点で正規職
員同様に有給休暇と
するなど、引き続き
改善を求めていきま
す。

じぇじぇじぇ！

消費税増税なんて

　　　　とんでも
ねぇ！ 消

費
税
増
税
は

す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
‼
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４
月
８
日
、
看
護
部
会
は
、

「
看
護
師
の
勤
務
環
境
の
改

善
」
と
称
し
て
、
医
療
局
が
夜

勤
専
従
看
護
師
の
試
行
と
補
助

者
夜
勤
を
提
示
し
て
き
た
こ
と

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

支
部
か
ら
は
夜
間
看
護
手
当

が
増
額
さ
れ
る
こ
と
や
、
委
員

会
や
係
の
担
当
か
ら
解
放
さ
れ

　
「
安
全
・
安

心
の
医
療
・

介
護
実
現
の

た
め
の
夜
勤

改
善
・
大
幅

増
員
を
求
め

る
国
会
請
願
」

署
名
は
、
い

よ
い
よ
５
月

末
の
国
会
提

出
に
む
け
て

ラ
ス
ト
ス

パ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
労
連
看
護
対
策
委
員
会
で
は
会
議

の
前
に
、３
月
５
日
は
野
村
證
券
前
で
、

４
月
９
日
は
岩
手
医
大
の
玄
関
前
で
、

署
名
・
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
大
玄
関
前
の
署
名
・
宣
伝
行
動
で

は
、
医
労
連
看
護
対
策
委
員
の
他
、
医

大
書
記
局
か
ら
も
参
加
し
、
計
13
名
で

２
２
４
筆
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。　

　

県
医
労
の
到
達
は
４
月
末
現
在

２
０
０
０
筆
余
。

　

ま
だ
ま
だ
、
署
名
は
足
り
ま
せ
ん
！

一
筆
で
も
多
く
署
名
を
集
め
、
国
会
へ

届
け
ま
し
ょ
う
。

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待

か
ら
、
夜
勤
専
従
看
護
師
を
希

望
す
る
声
が
聞
か
れ
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

「
日
勤
の
残
業
代
が
少
な
く
な

る
か
ら
思
っ
て
い
る
よ
り
は
給

料
は
増
え
な
い
か
も
し
れ
な

い
」、「
日
勤
人
数
は
今
で
も
ギ

リ
ギ
リ
。
外
来
か
ら
、
病
棟
へ

応
援
に
出
し
て
い
る
」

「
や
っ
ぱ
り
増
員
が
必

要
だ
」
な
ど
の
声
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
は
夜
勤
専
従
看
護

師
に
つ
い
て
の
討
議
資

料
を
使
用
し
、
各
支
部

で
学
習
会
を
行
う
こ
と

と
、
８
月
に
慢
性
疲
労
研
究
セ

ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
々

木
司
氏
を
講
師
に
夜
勤
の
有
害

性
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催

す
る
方
向
性
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

そ
も
そ
も
夜
勤
専
従
看
護
師

と
補
助
者
夜
勤
が
提
案
さ
れ
た

背
景
に
は
、
看
護
師
不
足
が
根

本
に
あ
り
ま
す
。
育
児
支
援
制

度
が
拡
大
さ
れ
、７
対
１
看
護
、

10
対
１
看
護
基
準
導
入
時
に
、

十
分
な
人
員
配
置
を
し
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

健
康
で
安
全
に
働
く
こ
と
は

私
た
ち
の
権
利
で
す
。
そ
し
て

そ
の
責
任
は
病
院
に
あ
り
ま

す
。
安
全
・
安
心
な
医
療
・
看

護
の
提
供
の
た
め
に
も
、
看
護

師
の
増
員
を
し
つ
こ
く
要
求
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

岩手医大玄関前での署名活動

支
部
学
習
会
を

開
こ
う

看護部

12支部28分会から届いた夜勤専従看護師に対するレッドカード
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女性部

　４月21日、いわて労連女性部は、全労連女性部事務局
長の大西玲子さんを講師に、女性の権利と均等法につい
て学習会を行いました。労働法の歴史的な流れを追いな
がら、男女平等こそが人間らしい労働環境をつくること
を学習しました。講演のあと、医療・自治体・福祉など
から職場の状況が報告されました。講演する大西玲子さん（全労連女性部事務局長）
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娘
イ
ネ
が
医
者
を
め
ざ
す
物
語

で
、「
感
動
的
で
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
た
」「
初
め
て
で
し
た
が
、

の
め
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
」
と
大
好
評
で
し
た
。
夜
の

懇
親
会
で
は
、
定
年
退
職
の

方
々
か
ら
働
き
続
け
て
こ
ら
れ

た
こ
と
の
感
謝
が
、
勧
奨
退
職

等
の
方
々
か
ら
は
、
退
職
に
至

る
ま
で
の
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
再
任
用
や
臨

時
職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
方

も
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
桜
の
開
花
は
ま

だ
ち
ょ
っ
と
先
で
し
た
が
、
前

日
の
雨
、
雪
は
止
み
晴
れ
間
の

の
ぞ
く
中
、
陶
芸
・
わ
さ
び
摘

み
・
角
館
散
策
に
分
か
れ
、
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
わ
さ
び
摘
み
は
車
で

山
に
入
り
、
徒
歩
で
渓
流
を
横

断
。
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
も
聞

こ
え
、
40
分
ほ
ど
で
ポ
イ
ン
ト

に
到
着
。
そ
れ
ぞ
れ
袋
い
っ
ぱ

い
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

　

角
館
散
策
は
、
ガ
イ
ド
の
案

内
で
武
家
屋
敷
を
廻
り
、
お
土

産
物
店
の
軒
先
で
桜
も
、
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1日目の夜に懇親会を開催

乾
杯
の
音
頭
は
○
○
○
○
○
さ
ん

寒い中、角館を散策

　

急
な
寒
さ
の
ぶ
り
返
し
の

あ
っ
た
４
月
21
日
（
日
）、
22

日
（
月
）
に
、
恒
例
と
な
っ
た

「
県
医
労
退
職
者
を
ね
ぎ
ら
う

集
い
（
名
称
を
変
更
）」
を
開

催
し
、
10
支
部
26
人
、
県
医
労

友
の
会
、
本
部
あ
わ
せ
て
35
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

わ
ら
び
座
で
の
観
劇
は
、「
幕

末
ガ
ー
ル
」。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
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異
動
の
季
節
。
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
と
職
場
が
離
れ
る

の
は
寂
し
い
で
す
が
、
ま
た
会

え
る
日
を
楽
し
み
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　�

大
船
渡
支
部
　
た
ち
ば
な

　

　

　
「
超
勤
し
な
い
で
帰
り
な
さ

い
。
記
録
な
ん
て
早
い
時
間

に
す
れ
ば
い
い
」
と
病
棟
ト
ッ

プ
の
一
言
。
超
勤
し
な
い
で
帰

れ
る
な
ら
帰
り
た
い
。
必
要

な
記
録
だ
か
ら
書
い
て
い
る

の
に
。
毎
日
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

で
す
。　

中
央
支
部
　
マ
グ
ナ
ム

　

　

　

県
医
労
新
聞
で
青
年
部
の
交

流
会
が
載
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

本
当
に
楽
し
そ
う
！　

青
年
部

の
時
代
に
戻
り
た
い
…
。

　
中
央
支
部
　
ぷ
ち
ぷ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

異
動
の
時
期
に
な
る
と
、
数

　

医
学
の
進
歩
は
、

目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
平
坦
で

は
な
く
、
地
道
な

基
礎
研
究
の
中
か

ら
、
グ
ッ
と
飛
躍
、

発
展
し
ま
す
。
そ

の
象
徴
が
、
山
中

伸
弥
教
授
ら
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
で
し
ょ
う
。
移
植
で
は
な

く
、
自
分
の
細
胞
を
使
っ
た
臓

器
の
再
生
が
手
の
届
く
所
に
来

て
い
ま
す
▼
医
学
は
、
臓
器
を

対
象
に
し
た
も
の
か
ら
、
細
胞

や
遺
伝
子
レ
ベ
ル
に
ま
で
深
化
し

て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
二
重
ら
せ

ん
構
造
の
発
見
は
60
年
前
、
今

で
は
23
対
の
染
色
体
か
ら
遺
伝

子
約
２
万
６
８
０
０
個
が
確
認

さ
れ
、ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
析
が「
完

了
」
し
た
と
宣
言
さ
れ
た
の
は
、

も
う
10
年
も
前
の
こ
と
に
な
り

ま
す
▼
染
色
体
と
い
え
ば
、
男

女
の
差
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ｘ
ｙ
染
色
体
で
、
性
染
色
体

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
染

色
体
の
異
常
が
病
気
の
原
因
と

３
月
号
パ
ズ
ル

３
月
号
パ
ズ
ル

　

３
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
23
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
３
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

  
ポ
チ（
二
戸
支
部
）、
じ
ゃ

が
い
も
の
花
、
ト
ラ
ザ
イ
ル

（
中
央
支
部
）、
Ｊ
Ｂ
（
中

部
支
部
）、
ウ
ー
ロ
ン
（
高

田
支
部
）、
た
ち
ば
な
、
宝

く
じ
（
大
船
渡
支
部
）、
２

児
の
か
あ
ち
ゃ
ん
、
○
○
○

○
（
大
東
支
部
）、
○
○
○

○
○
（
宮
古
支
部
）

年
前
、
な
ぜ
私
は
希
望
も
し
な

い
の
に
転
勤
を
さ
せ
ら
れ
た
の

か
…
と
、
あ
の
時
の
気
持
ち
が

よ
み
が
え
り
ま
す
。

　
大
船
渡
支
部
　
宝
く
じ

　

　

　

毎
日
ボ
ロ
ボ
ロ
の
私
で
す

が
、
愛
犬
の
い
び
き
を
聞
く
と

心
が
癒
さ
れ
ま
す
。
短
い
足
で

一
所
懸
命
歩
く
姿
も
元
気
を
く

れ
ま
す
。

　
二
戸
支
部
　
ポ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
年
度
か
ら
看
護
科
４
名
減

員
が
決
定
。
今
で
も
帰
宅
後
は

ク
タ
ク
タ
で
笑
顔
も
出
な
い
。

家
族
に
優
し
い
言
葉
を
か
け
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
身
体
の
疲

れ
は
取
れ
な
い
…
こ
ん
な
状
態

で
患
者
様
に
笑
顔
で
や
さ
し
く

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
？

高
田
支
部
　
ウ
ー
ロ
ン

究
明
さ
れ
た
も
の
に
、
21
ト
リ

ソ
ミ
ー
が
あ
り
ま
す
。
21
番
目

の
染
色
体
が
一
対
プ
ラ
ス
１
、３

つ
あ
る
も
の
で
、
ダ
ウ
ン
症
候
群

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
学
生
時

代
か
ら
障
が
い
者
運
動
に
関
わ

り
、そ
っ
く
り
な
顔
つ
き
に
驚
き
、

「
小
鳩
会
」
の
存
在
も
知
り
ま
し

た
。
昨
年
、
国
際
連
合
は
３
月

21
日
を
「
世
界
ダ
ウ
ン
症
の
日
」

に
認
定
し
ま
し
た
▼
そ
の
染
色

体
異
常
に
関
し
て
、
新
出
生
前

検
査
「
母
体
血
胎
児
染
色
体
検

査
」
が
４
月
か
ら
全
国
15
施
設

で
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
岩

手
医
大
も
そ
の
施
設
の
１
つ
で

す
。
検
査
結
果
を
受
け
止
め
る

た
め
に
、
検
査
前
か
ら
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
等
の
充
実
が
謳
わ
れ
、

す
で
に
何
人
か
が
受
け
て
い
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ニ
ュ
ル

ン
ベ
ル
ク
・
コ
ー
ド
」
か
ら
、
世

界
医
師
会
の
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
宣

言
」。
医
療
に
携
わ
る
私
た
ち
医

療
労
働
者
も
、
個
々
の
医
療
技

術
だ
け
で
な
く
、
倫
理
、
人
権

な
ど
を
学
ぶ
、
認
識
を
深
化
さ

せ
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　
（
は
）



　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
ー
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
ー
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

５
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
一
票
の　

格
差
を
め
ぐ
り　

に
ら
み
合
い

（
国
民
目
線
で
の
改
正
を
望
む
市
民
）

◇
安
倍
自
民　

支
持
率
ア
ッ
プ　

今
だ
け
で
し
ょ
！

（
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
…
ｅ
ｔ
ｃ
）

◇
壊
憲
で　

平
和
と
安
全　

壊
権
へ

 

（
９
条
を
守
り
隊
隊
長
）

◇
部
署
異
動　

馴
れ
な
い
う
ち
に　

夜
勤
入
り

（
さ
す
ら
い
の
看
護
師
）

◇
ア
メ
リ
カ
の　

ア
メ
リ
カ
の
た
め
の　

Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
オ
バ
マ
）

５月の予定
１日（水）	 第84回メーデー																																
３日（祝）	 憲法記念日の集い（おでって）
11日（土）	 2013年ナースウェーブ集会（県公会堂）								
15日（水）	 岩手医労連精神部会																														
18日（土）	 支部長会議（水産会館）																										
25日（土）〜26日（日）	
	 岩手医労連青年部プレアクト（北上）

６月の予定
１日（土）〜２日（日）
	 非正規ではたらくなかまの全国交流集会

（一関）				
８日（土）〜16日（日）
	 国民平和大行進																																		
９日（日）	 第59回岩手県母親大会in久慈																				
14日（金）〜16日（日）
	 第40回医療研究全国集会in青森																		
21日（金）〜22日（土）
	 県医労第69回定期大会（ホテル大観）

１日目

２日目 ３日目

6/14㈮

6/15㈯
6/16㈰

全体集会
記念講演　14：10〜

分科会
9：30〜16：00

全体集会
記念講演　9：30〜

今日の貧困問題と社会政策の課題

地域に合った
住民が求める医療とは

立命館大学産業社会学部教授　唐鎌直義 先生

一関市病院事業管理者、
一関市国保藤沢病院長　佐藤元美 先生


